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は じ め に
デ ィケ ンズ(Dickens,Ch.1812-1870)は,18世 紀 革 命 期 の ロ ン ドン とパ リを舞 台 と して 「二
都物 語 』(ATaleoftwocities,185g)を 書 い た。18世 紀 は まさ にフ ラ ンス大革 命 の大 舞台 であ り,パ
リ とロ ン ドンはそ の 意味 で好都 合 な題材 で あ った ともい え る。 だか らこ こで あ えて 二都 物語 とい
う な らば,19世 紀 のパ リ とロ ン ドンを舞 台 にす べ きで あ ろ う。 しか し本稿 はパ リ とロ ン ドンで
は な く,ブ リュ ッセ ル とケ ル ン とい う比 較 的小 さな都 を舞 台 とす る 。 しか し二つ の都 市 は都 とい
え るのか とい う疑 問 が 出 よ う。
ブ リュ ッセ ルは1830年 に オ ラ ンダか ら独 立 した新 興 国ベ ルギ ー の首 都 で あ るか ら,都 とい う
概 念 を首都 の意 味 に解す れば何 とか収 まるだ ろ う。 しか し,ケ ル ンは それ な りに大 きな都 市 で は
あ るが プ ロイ セ ンの一都 市 にす ぎず,都 とい うに はい さ さか貧弱 に も見 え る。
確 か に本稿 の対象 とす る1840年 代 の ケ ル ンは プ ロイ セ ンの飛 び地 ラ イ ン ラ ン トの 一 都市 にす
ぎない。 とは い え,ケ ル ンが ラ イ ン ラ ン トの中核 都市 であ っ た こ とは間違 い な い。 しか も,ラ イ
ン ラ ン トの他 の 主 要都 市 ア ー ヘ ン(Aachen),コ ブ レ ン ッ(Koblenz),デ ュ ッセ ル ドル フ(Diissel-
dorf),ボ ン(Bonn)に 主要 な役 割 を奪 われ た とはい え,ラ イ ン河 交 易 の 中心 で あ り,カ トリッ ク
の 巨大 伽 藍 をか か え た ケル ンが,依 然 と して ラ イ ンラ ン トの 中心 都 市 で あ っ た こ とは 間違 い な
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い。 そ うい う意味 で ケ ル ンを ライ ンラ ン トの都 と して位 置 づ け る こ とにす る。
ブ リュ ッセ ル とケ ル ンは,1840年 代 に奇 妙 な関係 で結 ばれ る。 ラ イ ン河 の交 易 は,下 流 に位
置す るオ ラ ンダが 一手 に掌 握 して い た。 ケ ル ンはそ の独 占か ら逃 れ る ため,ア ン トワー プ(/㎞t-
werpen)の 港へ の出 口 を求 め た。 もちろ ん,運 河 は な い。 ア ン トワー プ との交 易 は鉄 道 に よ る輸
送 しか あ りえな い。 こう した プロ イセ ン側 の要 望 とベ ル ギー側 の 要望 は,ケ ル ンー ア ン トワープ
鉄 道 の 建 設 とい う 形 で 一 致 を み る。 こ う して ア ン ト ワ ー プー ブ リ ュ ッ セ ルー リ エ ー ジ ュ
(Liege)一 アー ヘ ンー ケ ル ンを結 ぶ鉄 道 が敷 設 され,ケ ル ンは ラ イ ンラ ン トのみ な らず プ ロ イセ
ンそ して全 ドイ ツの経 済発 展 の 中心 的 と都市 となる。
鉄 道 に よって結 ばれた 二つ の都 市 は,経 済 的 な連 携 のみ な らず,政 治 運動 で も重 要 な連携 を持
つ。 両 都市 と も制 限選 挙 は あ ったが,事 実上 市 民 の普 通選 挙 は実 現 して い なか っ た。選 挙 か ら排
除 された プチ ・ブ ルジ ョワジー は労働 者 と協 力 して選 挙 の制 限 を引 き下 げ る運動 を行 う。 そ れは
二 つ の都 市 の 民 主 協 会 とい う名 の 組 織 と な っ て実 現 す る。 ブ リ ュ ッセ ル と ケ ル ン は,1840年
代,民 主協 会 に よって大 きな結 びつ き を果 たす 。
本 稿 の主 人 公 カー ル ・マ ル クス(KarlMarx,1818-1883)(1>は,1842年 か ら1843年 にかけ て ケル
ンの ブル ジ ョワジーが 発刊 した 『ラ イ ン新 聞』 の編 集 者 であ っ た。マ ル クスが 『ラ イ ン新 聞』 時
代 に培 っ たケ ル ンの 人 間関係 は,1845年2月 パ リを追 わ れ,ブ リュ ッセ ル に住 み 着 い た マ ル ク
ス に大 きな影響 を与 え る。 ・,・年3月 に ブ リュ ッセ ル を追放 さ れ る まで,マ ル クス は ブ リ ュ ッ
セ ル の地 で民 主協 会 に参加 し,ケ ル ンの民 主協 会 との 連携 を図 った。
1840年 代 ケ ル ン とブ リ ュ ッセ ル は,ヨ ー ロ ッパ民 主 運 動 の 大 きな 中心 地 で あ っ た。 ロ ン ドン
や パ リの民 主 主 義運 動 は,ブ リュ ッセ ル を媒 介 と して,ケ ル ンへ 流 れ,1848年 革 命,す なわ ち
ドイ ツ,オ0ス トリアの3月 革命 に深 く影響 を与 え た。
本 稿 は,1840年 代 の 民主 主 義 運 動 の動 きを,ブ リュ ッセ ル とケル ン とい う二 つ の都 市 に焦 点
をあ てて分析 す る。 もちろ ん,都 市 と して の主 人公 はケ ル ンとブ リュ ッセ ルで あ るが,人 物 と し
て の主 人公 はマ ル クスで あ る。 マ ル クス を中心 とす る社 会 運動 を二つ の都 市 の社 会 史 との対 比 の
上 で描 くこ とにす る。
1.1840年 代 ま で の ケ ル ン
iナ ポ レオ ン時代
ケ ル ン(L)はラ イ ン河左 岸 にあ り,コ ブ レ ンツ,ア ーヘ ン,ト リー ア(Trier)を 含 む ラ イ ン河左
岸 の 中心 都 市 で あ る。 ラ イ ン河左 岸地 域 は,1794年 か ら1814年 まで フ ラ ンス の支 配下 に あ った
こ と にそ の 特 色 を持 って い る。1814年 か らラ イ ン ラ ン トは プ ロ イ セ ン とな る が,約20年 に わ
た って フラ ンスで あ った こ とが この地 域 の 人 々に大 きな影響 を与 えた こ とは否 定 しよ うが な い。
そ の影響 とは フラ ンス革命 が与 え た精 神 の こ とで あ る。
ケ ル ンとい う町が 歴 史上 に登 場 す るの は紀 元50年 の こ とで あ る。 ロー マ皇 帝 ネ ロ(Nero37一
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68)の 母 ア グ リピナ(AgripPinal5-59)の 生誕 の 町 であ っ たケ ル ンは,ロ ーマ の植 民都 市 と して コ
ロニ ア ・ア グ リピネ ンシ ウム(C。1。niaAgrippinensium)と 名付 け られ る。 ア グ リピ ナの植 民(C・1・-
nia)都 市 とい う意 味が そ の ま まケ ル ン(Koln,Cologne)と い う名前 の起 源 とな る。
や が て8世 紀 に は 大 司 教(Erzbish。f)が 置 か れ,大 司教 区(Erzbistum)都 市 と して発 展 して い
く。12世 紀 に な る と,商 業 の発展 と ともにハ ンザ都 市(Hansestadt)の 一員 とな る。
フラ ンス 革 命軍 は1794年10月9日 ケ ル ンに入場 す る[11,S.43]。 フ ラ ンス が 占領 後 行 った
政 策 は,本 部(Generaldirektion)を ア0ヘ ンに置 き,ラ イ ンの 中心 都 市(Bezirksverwaltung)を ボ ン
と定 め,ケ ル ンをそ の下 の一 都 市(Munizipalverwaltung)に す る こ とで あ った。1797年10月17日
フ ラ ンス と オ ー ス ト リア 皇 帝 フ ラ ン ツ2世(FranzIL1768-1835)に よ る カ ン ポ ・フ ェ ル ミ オ
(CampoFermio)の 条 約 に よっ て フ ラ ンス領 とな り,ラ イ ンラ ン トは四 つ の 地域(レ ールRoer,ラ
ンとモーゼル,ザ ール(Saar),ド ナースベルク(Donnersberg))に 分 割 され た[11,p.59]。
ケ ル ンは,ア ーヘ ン(レ ールの中心都市),ト リー ア(ザ ールの中心都市),マ イ ンツ(Mainz=ド ネ
ルスベルクの中心都市),コ ブ レ ンツ(ラ インとモーゼルの中心都市)と い っ た主 要都 市 か ら区別 さ れ
た単 な る一都 市 にす ぎな くな っ たの であ る。 しか も,大 学 も廃 止 され て しまい,ケ ル ンの高 等教
育 機 関 と して は中央 学校(Zentralschule)以 外 に には な くな って しまった。
1800年 か らは ナ ポ レ オ ンの 支 配 の も と県(Department),地 区(Arrondissement),市 町 村(Ge-
meinde)と 区分 され,ケ ル ン に は市 長(Maire)と2人 の 助 役(Adjunkten)が 置 か れ る こ とに な っ
た。 市 長 は ヤ コ ブ ・フ ォ ン ・ヴ ィ トゲ ン シ ュ タ イ ン(JakobvonWittgenstein1754‐1823)で あ っ
た 。 ナ ポ レオ ンの5つ の 法 典(民 法 民事訴訟法,商 法,刑 法,刑 事訴訟法)が ライ ン ラ ン トには 導
入 され,裁 判所 はパ リの最高 裁 を 中心 と して,ラ イ ンラ ン トの 中心 の裁 判所 は トリ0ア に,ケ ル
ンには 地方 裁 判所 が設 置 され た が,こ こで もケル ンは 中心 か ら離 れ る こ と にな っ た。 ケル ンが
もっ と も誇 りに して い たの は カ トリ ックの 司教 区の存 在 で あ ったが,そ れ も廃 止 され ア ーヘ ンに
移 管 され る こ とに な る[11,S.78]。
ケ ル ンは こ う して フラ ンス 下 で,そ れ まで ラ イ ンの 中心都 市 と して 持 って い た す べ て の特 権
(行政区の中心,裁 判の中心,教 育の中心,宗 教の中心)を す べ て剥 奪 され る にい た った。 ラ イ ン左 岸
に とって,フ ラ ンス支 配 は制度 的 には民主 的思想 の流 入 を もた ら し,人 々の 関心 を掴 ん だが,少
な くと もケ ル ンに関 して は,フ ラ ンス時代 は最悪 の 時代 で あ った とも言 え る。 経 済 的 に もアーヘ
ンや,ク レフェル ト(Krefeld)地 区 ほ ど発 展せ ず,唯 一与 え られ た港 湾 権 だ け をた よ りに商業 の
発 展 を願 うだ けで あ った。
iiプ ロ イ セ ン 時 代
1814年 プ ロ イ セ ン 領 と な っ た ケ ル ン も や は り,プ ロ イ セ ン 政 府 に よ っ て 重 要 な 役 割 か ら は ず
さ れ る こ と に な っ た 。 ラ イ ン の 州 都(Rheinprovinz)は コ ブ レ ン ツ(1822年 まで ケ ル ンは ユ リ ヒ=ク
レー フ ェ=ベ ル クQullich-Kleve-Berg)地 区 の州 都 で あ っ た),州 議 会(Provinziallandtag)は デ ュ ッ セ ル ド
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ル フ(Dusseldorf)に 決 まった。 ケル ンは行 政 区の 中心 都市 に はな ったが,ラ イ ンの 中心 都 市 の 自
覚 を もつ ケル ンに とって そ れ は満 足 の い くもので は なか った。 だか らケ ル ンはプ ロ イセ ンの支 配
をけ っ して喜 んで はい なか った[11,p.127]。
ライ ン州 議会 は,い わ ゆ る民 主的 に選 ばれ た議会 で は ない。 身分制 議 会 と言 っ た方 が よい。 ま
ず,選 挙 な く選 ば れ る領 主 階 級(Furststand)が 第1階 級 を な し,騎 十 領 所 有 者(Rittersgutsbe-
sitzer)が 第2階 級,第3階 級 が都 市(Stadt)代 表,第4階 級 が 農村(Landgemeinde)代 表 で あ っ た
[11,p.162]。 選挙 はそ れぞ れ の 階級 内 で 行 わ れ た。 もっ とも ライ ン地 域 に限 っ て み る と,ほ と
ん ど第1階 級 の領 主 階級 は消 滅 して お り,第2階 級 の騎 士 領 所 有 者 も事 実 上存 在 して い なか っ
た。 ライ ンにお いて は,事 実 上 ブル ジ ョワ階級 が大 十 地所 有者 で あ り,州 議 会 は ブル ジ ョワ階級
が代 表 す る場 所 とな る。 ケ ル ン を代 表 す る議 員 は,カ ンプハ ウゼ ン(Camphausen,L1803-1890)
の よ うな都 市 の ブ ルジ ョワが 占めて い た。
こ うした失 望 は,政 治 に限 られた わ けで は なか っ た。大 学 設置 とい う点 に関 して も,ボ ンに先
手 を取 られ て しま う。結 局 ケ ル ンに割 り当 て られ た の は ラ イ ン控 訴 院(RheinischenAppellations-
gerichtsh・f)だ けで あ っ た。 これ は い わ ば高等 裁 判所 にあ た る わ け で あ る が,こ の よ う に司 法 に
お け る優 越 を確 保 す るの が精 一杯 で あ っ た。 しか し,法 制 度 とい う観 点 か らす る と控 訴 院の設 置
は け っ して 悪 い 話 で は な か っ た。 プ ロ イ セ ン 占 領 後,ド イ ツ ー 般 法(preul3ischeAllgemeine
Landrecht)が 導 入 されたが,ラ イ ン地域 にはナ ポ レオ ン法 典 が残 っ て お り,ナ ポ レオ ン法 典 の優
越 をプ ロイセ ンに対 して主張 しえる能力 を持 ち得 たか らで ある。 ケル ンが ラ イ ン地 域 の民 主 主義
運動 の中心 とな りえたの は まさ にこの 点 にあ っ た といっ て も過言 で はあ る まい 。
また,ケ ル ンに とっ て決定 的 な意 味 を持 ったの は,宗 教 で あ っ た。 ケル ンは再 び大 司教 区 の 中
心 と して復 活 した。 プ ロ イセ ン政 府 と真 っ 向 か ら対 立 した の は ケ ル ンの 大 司 教 で あ っ た。1837
年 に起 こる ケル ン教会 闘争(KolnerWirren)は まさ にそ の頂 点 を示 す 出来 事 で あ る。
そ もそ も事 の起 こ りは こ うで あ った 。 カ トリ ック教 徒 とプ ロテ ス タ ン ト教 徒 が結 婚 した場合 の
子供 の宗教 をめ ぐる問題,混 合 問題(Mischenfrage)が こ との発 端 で あ った 。 ラ イ ンの カ トリ ック
は混 合 婚 の場 合,カ トリックへ の洗 礼 を強 制 してい たが,プ ロイ セ ンで は父方 の宗 教 で洗 礼 を受
け る こと を旨 と してい だ3〕。 プ ロイセ ン併合 後 多 くの青年 官 僚が ラ イ ンラ ン トへ 赴任 し,そ こで
ラ イ ンラ ン トの女 性 の結 婚 す る可 能性 が 高 ま って きた。 そ の た め,プ ロ イセ ン政府 は1825年 ラ
イ ン ラン ト,ヴ ェス トフ ァー レンにお い て も父 の宗 教 に従 うよ うに布 令 を勧 告 した。
ケ ル ン大 司教 シュ ピーゲ ル(AugustvonSpiegel1764-1835)は,こ う した命 令 に対 して妥 協 的 に
従 って い たが,彼 の 死 後 引 き継 い だ新 しい 司 教 ク レ メ ンス ・ア ウ ク ス ト ・フ ラ イハ ー ・ドロ ス
テ ・トゥー ・フ ィシェ リンク(ClemensAugustFreiherrDrostezuVischering1.773-1845)は,こ う し
たプ ロ イセ ンの命 令 を はねつ け,子 供 の教 育 を カ トリ ックに任 せ る よ う要 求 した。 結 局 プ ロイ セ
ン政 府 は大 司教 ドロス テ を逮 捕 し,牢 獄 につ な ぐこ とにな る。
問題 は 国家 と宗 教 の どち らが優 越 す る か とい う こ とにあ ったが,結 局 国家 の 方 に宗教 が 従属 す
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る とい う形 に なる。 しか し,こ とは そ う単 純 で は ない。 こ こで 言 う国家 とは,民 主 的 国家 で は な
い。 しか も ライ ン ラ ン トは プロ イセ ン人 と同 郷意 識 を感 じてい る わけ で もない。 ライ ンラ ン トの
宗 教 問題 は,ラ イ ンラ ン トの独 立 精神 の 問題 で もあっ た。 だか らこそ,プ ロイセ ンへ の抵 抗 は,
ラ イ ンラ ン トを1848年 革 命 の 大 きな 中心 地 とす る契 機 にな っ た。
ケル ンの民 主 運動 を支 え る も う一・つ の大 きな力 はブ ル ジ ョワで あ った。 ケ ル ンは 中世 以来 商業
都 市 として発 展 して きた。 ライ ン河 の船舶 交 通 と東西 ドイ ツを結 ぶ陸 上交 通 の要衝 と して のケ ル
ンは,商 業立 地 と して もっ と も適 した条件 を持 っ てい た。
19世 紀 に なっ て蒸 気 船 の登 場 は,ケ ル ンに新 しい可 能 性 を もた ら した。 流 れ の速 い ライ ン河
を ロ ッテル ダム か ら4日 で登 っ て くる蒸 気 船(Dampfsch面 は 海洋 貿 易 路 と して の ケ ル ンの位 置
を一段 と高 め た。 た だ蒸気 船 が オ ラ ンダ に独 占 されて い た こ とに よって,オ ラ ンダ船 に貿易 を独
占 され る危 険が あ った。 そ の こ とが鉄 道 路線 の 普及 を早 め させ る こ とにな る。
ベ ルギ ー が1830年 独 立 して ま もな く,ケ ル ンの 商 工会 議所(KolnerHandelskammer)は,ア ン
トワー プへ の鉄 道 に よる新 しい交 通路 の 開拓 に意 欲 を示 した 。 『ライ ン新 聞』 と深 い 関係 を持 つ
こ とに な る,カ ンプハ ウゼ ン,ハ ンゼマ ン(Hansemann,D.1790-1864)な どが ア ー ヘ ンー ケ ル ン
間の鉄 道計 画 の 開拓 に乗 り出す 。実 際 の鉄 道 の 開通 は1843年 にな っ た。 当時 植 物 園 だ っ た とこ
ろに ケル ン中央 駅 が建 設 され た が,こ れ は1892年 に現 在 の 姿 に改 築 され て い る。 しか し今 も同
じ場 所 にあ る[11,p.185]。
鉄道 建 設 に積 極 的 な役 割 を果 た したの は,ケ ル ンの ブ ル ジ ョワジ ー で あ っ た。 ケ ル ン と言 え
ば,ケ ル ン水(KolnischeWasser)(オ ーデコロンEaudeCologne)で 有 名 で あ るが,オ ー デ コロ ン
を除 く産業 と して は,た ば こ産 業 のデ ュモ ン(DuMont)と フ ォヴ オー(Foveaux),製 糖 業 の ヨエ
ス ト(J。est)な どで あ っ た(4>。商 業 か ら見 る と,カ ンプ ハ ウゼ ン商 会,オ ッペ ンハ イ ム(OPPen-
heim)銀 行 な どが あ った。 彼 ら は,ラ イ ン州 議 会 の議 員 で もあ り,プ ロ イ セ ンに対 抗 す る新 聞
『ライ ン新 聞 』 の創 設 者 と もなる。
1840年 代 まで の ケ ル ンの市 民 は,プ ロイ セ ンへ の 反抗 心 を 内部 に抱 きなが ら,す こ しず つ 抵
抗 戦線 の 拡大 をね らって いた。 フ ラ ンス とプ ロイセ ンに よっ て剥 奪 され た都 市 と しての 名誉 を挽
回す べ く,市 民 の政 治 意 識,宗 教 意 識 は異 常 な盛 り上 が りを見 せ る。 そ れが,1840年 代 に展 開
す る ケル ンの教 会 の尖 塔(D・mbau)建 設 計 画 で あ り,ケ ル ン市 議 会 選挙 で あ り,「 ラ イ ン新 聞 』
の発刊 であ っ た。
2.1840年 代 まで の ブ リュ ッセル
ブ リュ ッセ ル は1830年 の革 命 に よ って,オ ラ ンダか ら独 立 した国 家 ベ ル ギー の 首都 とな る。
ブ リュ ッセル とい う名 の起 源 につ い て は諸説 が あ る。 セ ン川(laSenne)の 谷 間に広 が る この 町は
7世 紀 に プ ロセ ラ(Brosella)と 呼 ばれ て い た とい う[6,p.7]。 い ず れ に しろ ロー マ都 市 ケ ル ン
に比 べ新 しい都 市 で あ った。 中世 都 市 と して,ブ ラバ ン ト公,ブ ル ゴーニ ュ公 の都 市 と して発 展
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し,ス ペ イ ン領 オ ラ ン ダの首 都,ハ プス ブ ル ク領 と な る とい う大 国 に翻 弄 され る歴 史 の連 続 で
あ った。
1789年 フ ラ ンス革 命 は 当然 この 都市 の運 命 に も大 きな刻 印 を残 した。1792年,11月14日 ケ
ル ンよ りも2年 早 く,ブ リュ ッセ ルは フ ラ ンス 革命 軍 の手 に落 ちた。 フ ラ ンス革 命軍 の ドユ ム リ
エ(Dumauriez1739-1823)将 軍 は,ブ ラバ ン トとフ ラ ン ドル をベ ルギ ー 国 と して承 認 す る こ とを
伝 えた。
しか し12月 この言葉 はすべ て取 り消 さ れ,ブ リュ ッセ ル は ラ イ ン左 岸 へ の フ ラ ンス軍 の侵 攻
の た めの 収 奪 の場 と化 す 。1793年 に一一時 オ ース トリア軍 に 占領 され,オ ー ス トリアに復 活 す る
が,結 局 フ ラ ンス革命 軍 の 占領 に戻 り,フ ラ ンス に合体 させ られ た。 ケ ル ン と同 じ くブ リュ ッセ
ル に も フラ ンス 革命 の成 果 は 導入 され た 。1799年 には ナ ポ レオ ンに政 権 が 変 わ り,1803年7月
21日 ナ ポ レオ ン(Napoleon,B.1769-1821)と ジ ョゼ ブイー ヌ(Josephine,1763-1814)が ブ リュ ッセ
ル に入場 した 。
1814年 ナ ポ レオ ンの 敗 退 と と もに,ブ リュセ ル か ら フラ ンス軍 が い な くな った が,結 局 ベ ル
ギ ー は独 立 を達成 で きず,オ ラ ンダ に支 配 され る こ とにな った。 しか しブ リュ ッセル は,ハ ー グ
(DenHague)と 並 んで オ ラ ン ダの首 都 とな る。 しか し,実 質的 にブ リュ ッセ ル を支 配 した の は,
オ ラ ンダ語 を しゃべ る フ ラ ン ドル系 で は な く,フ ラ ンス系 の 人 々で あ った。 多 くの フ ラ ンス か ら
の亡 命 者 を含 め,一 般 の 人 々 と隔絶 す る形 で,王 宮 近 辺 の ブ リュ ッセ ルの東 の 丘 の貴族 層 は フラ
ンス語 を話 した[6,pp.277-278]。
1830年 の独 立 後,ベ ル ギ ー は立 憲 君 主 制 を と っ た。 国 王 に は ル イ ・フ ィ リ ィ ップ(Louisph:
1ippe1773-1850)の 息子,ヌ ムー ル 公(ducdeNemours1814-1896)を 選 ん だ が,イ ギ リス の 反 対
に よ っ て,ザ ク セ ン=コ ー ブ ル ク の レ オ ポ ル ド1世(LeoplddeSaxen-Coburg1'790-1865)に 決
まっ た。 国王 は ブ リュ セル に住 ん で はい たが,実 際 に はブ リュ ッセル は ブル ジ ョワの 支配 す る 自
由 な都 市 とな っ た。 ブ リ ュ ッセ ル に は,カ トリ ッ クの 色 彩 の 強 い大 学 に対 抗 して 自由 大 学 が
1834年 に設 立 され た。
ベ ルギ ー は カ トリック派 と 自由派 との連 合 に よ って政 治 を行 っ てい たが,次 第 に力 は 自由派 へ
移動 して い く。 産業発 展 に よるブ ル ジ ョワ ジーの力 の増大 を特徴 づ け る もの は,鉄 道建 設 で あ っ
た 。1835年 最初 の鉄 道 が ブ リュ ッセ ル に登場 した。 そ れ以 降 鉄 道網 は どん どん拡 充 し,1841年
には北 駅 が完 成 し,1843年 ケル ン と鉄 道 に よって結 びつ くこ とにな っ た。
ベ ルギ ー では,印 紙 税 に よる出版 の規 制 はあ った もの の検 閲 そ の もの はな か った。 また フ ラ ン
スの よ うな多 額 の抵 当金 を納 め させ る こ と もな か っ た。 そ の た め,雑 誌 は急 速 に発 展 して い っ
た 。1831年 に発刊 され た 「ア ンデパ ンダ ンス ・ベ ル ジュ』(L'lndependanceBelge)は 国際 的評価 を
受 け た[6,p.317]。
1840年 代 まで の ブ リュ ッセル は,独 立後 の新 しい 息 吹 の 中で,ポ ー ラ ン ド人 を は じめ とす る
政 治 亡命 者 も受 け 入 れ て いた 。1840年 代 には そ の数 は さ らに増 大 し,パ リ と並 ぶ亡 命 者 た ちの
ケルンとブリュッセルーマルクスをめ ぐる二都物語7
中心都市 となる(5)。
ブリュッセルは,フ ランス革命 の洗礼 を受 け,ナ ポ レオ ン法典 の特 権 を受けた都 市で あった
が,1830年 以降 はイギ リス風の立憲君主制国の首都 として,フ ランス以上 に自由を謳歌で きる
環境 にあった。 フラ ンスで出版で きないもの はブ リュ ッセルで出版 されるという状況であ り,フ
ランスか らの亡命者 も後 を絶たなかった。
3.1840年 代 の ケ ル ン と ブ リ ュ ッセ ル
iケ ル ン とブ リュ ッセル
1843年 に開 通 した ア ン トワー プ とケ ル ンを結 ぶ 鉄 道 は,ブ リュ ッセ ル とケ ル ンを密接 に結 び
つ ける。 河川 に よる交通 か ら見 た場 合,ケ ル ン とブ リュ ッセル との 交通 はけ っ して好都 合 な位 置
に はなか った。 ケ ル ンの西 の ア イ フェ ル(Eife1)の 台 地 が交 通 を容易 に させ なか っ た。 しか し,
鉄 道 交通 の発 展 は,距 離 的に は近 い ブ リュ ッセ ル とケ ル ンを よ り近 い もの に して い った。
1840年 代 の ケ ル ンの 人 ロ は6万 人 か ら8万 人,ブ リュ ッセ ルの 人 口 は11万 人 か ら15万 人で
あ り,ブ リュ ッセ ルの 方 が倍近 い人 口 を抱 えて い た。総 人 口以 上 に大 きな違 い は,ブ リュ ッセ ル
には外 国人 が多 くい た こ とで あ る。 その 中 で も ドイ ツ人 は と りわけ多 くいた 。 プ ロイセ ンか ら追
放 され た ドイ ツ人 の多 くは,パ リか ブ リュ ッセ ル に亡命 して い た。 特 にブ リュ ッセ ル とケ ル ン間
は鉄 道 の 開通 に よ り日帰 りも可 能 な状 況 に なって いた 。 プ ロイ セ ンか ら亡命 した ドイツ人 は,国
境 の都 市 ヴ ェル ヴ ィエ(Verviers),そ して リエー ジュ,ブ リュ ッセ ルへ と移 って きて い た。
そ の意 味で,ブ リュ ッセ ルで の動 きはす ぐさまケ ル ンに伝 え られ た し,ブ リュ ッセ ルか らオー
ステ ンデ(Oostende),そ して ロ ン ドンへ とい う交 通手段 に よって,ロ ン ドンの動 き もブ リュ ッセ
経 由 で ケ ル ン に伝 え られ た。 や が て1846年 に はパ リ と も鉄 道 で 結 ば れ,パ リの 動 き も,ブ
リュ ッセ ル経 由で ケ ル ンに伝 え られ た。 ブ リュ ッセ ル は,パ リ,ロ ン ドンとい った もっ と も先 進
的都 市 の動 き をプ ロ イセ ンの ケ ル ンに伝 え る役 割 をな して い た。 そ して ケ ル ンは,ド イ ツにパ
リ,ロ ン ドンの動 きを伝 え る重 要 な役 割 を果 た してい たの で あ った。
この ロ ン ドン,パ リ,ブ リ ュ ッセ ル,ケ ル ン とい う コネ ク シ ョ ン こそ,1848年 革 命 を ヨー
ロ ッパ 全土 に広 げ る もっ と も大 きな役割 を担 っ た コネ ク シ ョンで あ った と もい え る。 こう した運
動 の伝 達 に は当然 受 け手 と して,ケ ル ンの ブ ル ジ ョワ,プ チ ブ ル,プ ロ レ タ リア の運動 の 発展 が
あ った こ と も忘 れ ては な らな い。
1840年 代 の ケ ル ンは,反 プ ロ イセ ン運 動 と して,『 ライ ン新 聞』,ケ ル ン大 聖 堂 の 尖 塔 の建 設
計 画,ラ イ ン市 議 会の選 挙 運動 が 盛 り上が った が,そ れ はパ リ,ロ ン ドン,ブ リュ ッセ ルの社 会
運動 と密接 に連 動 してい た。
1840年 代 の ブ リュ ッセ ル は,民 主協 会 に よ る選 挙 運 動,フ ラ ン ドル独 立 運動 が 盛 り上 が り,
そ こに ドイ ツ人,ポ ー ラ ン ド人,フ ラ ンス 人,ロ シア人亡 命者 な どが 合流 し,大 きな 国際運 動 を
生 み 出す気 運 を作 って いた。 もち ろん,こ の 国際運 動 は,パ リや ロ ン ドンの同種 の組 織 とも連 動
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し あ い,一 時 的 で は あ る が 国 際 的 連 帯 運 動 の 様 相 を 示 し て い た の で あ っ た 。
iiケ ル ン
a『 ラ イ ン 新 聞 』
1842年,ケ ル ン の ブ ル ジ ョ ワ は,新 し い 新 聞 を 発 刊 し た 。 そ の 名 は 『ラ イ ン 新 聞 』(Die
RheinischeZeitungfiiyP。litik,HandelandGewerbe1842-1843)。 も と も と ケ ル ン に は,カ ト リ ッ ク 系 の
新 聞 『ケ ル ン 新 聞 』(DieKolnische、Zeitungl801-1945)が あ っ た 。
『ケ ル ン 新 聞 』(6)は,1763年 に ケ ル ン 『王 立 中 央 郵 便 局 新 聞 』(Reichs・berg・stamtzeitung)と し て
発 刊 さ れ た 歴 史 あ る 新 聞 で あ っ た 。1801年 に 「ケ ル ン新 聞 』 の 名 称 が 変 更 さ れ,1945年 廃 刊 す
る ま で 約150年 そ の 名 前 で 発 刊 さ れ 続 け た[12,S.41]。
『ケ ル ン新 聞 』 は1840年 代 カ ト リ ッ ク 保 守 派 の 新 聞 と し て 購 買 部 数 を 伸 ば し て い た 。 プ ロ イ セ
ン 政 府 は 『ケ ル ン 新 聞 』 に 脅 威 を 感 じ,対 抗 す る 新 聞 の 刊 行 を 画 策 し た 。 最 初 『ラ イ ニ ッ シ ェ ・
ア ル ゲ マ イ ネ 新 聞 』(DieRheinischeAllgemeineZeitung)が1840年 に 企 画 さ れ た が,す ぐ に 消 滅 す
る 。 こ う し て プ ロ イ セ ン 政 府 に 対 抗 新 聞 と し て 期 待 さ れ た の が,『 ラ イ ン 新 聞 』 で あ っ た 。
「ラ イ ン 新 聞 』 は ラ イ ン に ブ ル ジ ョ ワ,ユ ン グ(Jung,G,814-1886)と オ ッ ペ ン ハ イ ム(OPPen-
heim,D.1809-1889),メ ヴ ィ ッ セ ン(Mevissen,G,815-1899)を 中 心 と し て,株 式 会 社 と し て 出 発
し た 。 資 本 は3万 タ ー レ ル,1株25タ ー レ ル で1200株 発 行 さ れ た 。 新 聞 に は9名 か ら な る 監 査
委 員 会 が 設 置 さ れ,編 集 長 の 人 選 を 行 っ た[12,p.49]。 要 請 さ れ た 編 集 長 候 補 の 中 に は,ラ イ
ン の ブ ル ジ ョ ワ に 信 頼 の あ っ た モ ー ゼ ス ・ヘ ス,(Hess ,M1812-1875)さ ら に は フ リ ー ド リ ヒ ・
リ ス ト(1,zst,Fr.178g-1846)ま で い た が,結 局2人 と も 承 諾 す る こ と は な か っ た 。 最 終 的 に ア ウ
ク ス ブ ル ク の 有 力 新 聞 『ア ウ ク ス ブ ル ク ・ア ル ゲ マ イ ネ 新 聞 』(AugusburgerAllgemeineZeitung,1807
-lg2g)の 編 集 者
,ヘ フ ケ ン(Hofken,G.1811-188g)に 決 ま っ た 。
しか し,ヘ フ ケ ン は 社 主 の 意 向 と 食 い 違 っ た た め 新 聞 を 去 り,マ ル ク ス の 友 人 ル ー テ ン ベ ル ク
(Rutenberg,AF.1808-!869)が 編 集 長 の 座 に 着 く。 ル ー テ ン ベ ル ク は 編 集 の 一 人 に マ ル ク ス を 呼
ぶ(実 質 的 に は 編 集 長 で あ っ た)[3,p.45]。 ル ー テ ン ベ ル ク 自 体 も,プ ロ イ セ ン 政 府 に マ0ク さ れ
て い た た め,プ ロ イ セ ン は カ ト リ ッ ク へ の 対 抗 新 聞 と し て の 「ラ イ ン 新 聞 』 へ の 期 待 を 失 う こ と
に な る 。 ル ー テ ン ベ ル ク が 去 っ た 後 の 「ラ イ ン 新 聞 』 は,名 目 上 プ ロ イ セ ン に 覚 え の い い ラ ー
フ ェ(Rave,B.1801-1869)な る 人 物 を 置 い て は い た が,実 質 的 に は マ ル ク ス の 編 集 と な っ た 。
『ラ イ ン新 聞 』 の 特 徴 は 海 外 か ら の 最 新 の ニ ュ ー ス を 多 く掲 載 し た こ と に あ っ た 。 海 外 か ら の
寄 稿 者 は,フ ラ ン ス の ヘ ス,ロ ー レ ン ッ ・シ ュ タ イ ン(LorenzvonStein1815-1890),イ ギ リ ス の
エ ン ゲ ル ス(Engels,Fr .1820-1895),ス イ ス の ヘ ル ヴ ェ ー ク(Herwegh,G.1817-1875),ヴ ィ ル ヘ ル
ム ・シ ュ ル ツ(Schulz,W,1797-1860),フ レ0ベ ル(FrobelJ.1805-1893),ベ ル ギ ー の ク ー ラ ン
ダ ー(Kuranda,1.1881-1884),そ し て ル ー ゲ(Ruge,A.1803-1869)や ブ ル ノ ー ・バ ウ ア ー(Bruno
Bauer1809-1881)が い た 。 彼 ら は19世 紀 の 思 想 史 を 彩 る 傑 出 し た 人 々 で あ る 。 『ラ イ ン新 聞 』 の
執 筆 者 が,当 時 の 有 望 な 論 客 で あ っ た こ と は 偶 然 で は な い 。 『ラ イ ン 新 聞 』 は 自 由 主 義 者 の 新 聞
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であったか らである。
しか し,実 際 には自由主義の新聞の領域 を次第に越 し始めていた。 ラデ ィカルな共和主義運動
へ の傾斜が新 聞へ のプロイセ ンの監視 を強めさせ た。そうなるとユ ングやオ ッペ ンハ イム といっ
たブルジョワたちも不安になって きた。
1842年 創刊 まもな く発禁処分が検討 され始め るほ どであ った。結局新 聞には1843年1月21
日発禁処分の処置が下 され,3月31日 をもって新 聞は廃刊す ることになる。
「ライン新 聞』の意義は,ケ ル ンのブルジ ョワが独 自の思想 を展 開す る場所 を もった とい うこ
とにあった。 プロイセ ン政府 の意向を受けた新 聞で もな く,か といってカ トリックの意向を受 け
た新聞でもない,新 しい タイプの新 聞を模索 したことにあった。新 しい タイプの新聞 とは,ラ イ
ンのブルジ ョワの意 向を受 けた自由主義の新聞であるとい うことであった。わずかな期間であっ
たが,『 ライ ン新 聞』の存在 は,ケ ルンのブルジ ョワに,ラ イ ン州議会へ の批判,貧 困問題へ の
認識,検 閲問題への意識を植 え付 けるこ とになった。 この ことが,1840年 代 に始 まるラインブ
ル ジョワの政治意識の高揚,さ らには労働者の意識の高揚 をもた らした。
bケ ル ン大聖 堂 の尖 塔建 設
ケル ン司教 区 はフ ラ ンス時代,プ ロ イセ ン時代 と長 い間,辛 酸 を嘗 め て きた。 プ ロ イセ ン下 で
は ケル ン教 会 闘争 に よって司教 が 逮捕,拘 禁 され る とい う事 態 が起 こ ってい た。 ケ ル ン大聖 堂 で
は,プ ロイセ ン政府 へ の不 満 が高 ま ってい た。
当時 ケ ル ン大 聖 堂 に は,現 在 で はケ ル ンの 町 を象 徴 す るあ の有 名 な高 い二 つ の尖塔 が存在 して
い なか った。 ケ ル ンを有 名 にす る塔 の完 成 は1880年 の こ とで あ る。 中世 に建 設 され た教 会 はa
尖 塔 が 建 設 され ない ま まで放 置 され て いた 。1816年 プ ロ イセ ン政 府 は,有 名 な建 築 家 カー ル ・
フ リー ドリ ヒ ・シ ンケル(Schinke1,KFr.1781-1841)に,大 聖 堂 の尖塔 の 建築 計 画 を打診 した・
そ の後 た い した進 展 もな く進 んで い ったが,1840年 プ ロ イセ ン国王 フ リー ドリヒ ・ヴ ィル ヘ ル
ム4世(1795-1861)が ケ ル ンを訪 れ た 時,そ の期 待 は現 実 へ と変 わ っ て い っ た。1842年,国 王
はケ ル ン教 会 の建 設計 画 を現 実 の もの と した。
もち ろん,ケ ル ン大聖 堂 の尖塔 計 画 は 国王 主導 で始 まっ たわ けで はなか っ た。 か な り裕福 な ブ
ル ジ ョワか らなる ケ ル ン大 聖堂 建 設協 会 が立 ち上 げ られ,ド イ ッや外 国か らの支援 も受 け られ る
体 制 が で きて いた か らで あ った。
大 聖 堂建 設 の ため に シ ンケ ルの 弟子,エ ル ンス ト ・ツ ヴ ィ ル ナ ー(Zwirner,E.1802-1861),や
が て そ の後 を受 け て,カ ー ル ・フ ォイ クテ ル(Voigtel,K1829-1902)が 建 築 主 任 とな り,ケ ル ン
の大 聖 堂 は1880年 にそ の偉 容 を見せ る[11,pp.208-209]。
ケ ル ン大 聖 堂 の建 設 は,90%が カ トリ ック教 徒 とい うケ ル ン市 民 の感 情 をい やが うえ に も高
め る こ とにな る。 プ ロイ セ ン政 府 の支 援 を仰 い だ ものの,1タ ー レル を基 準 と した募 金 は大 勢 の
ケ ル ン市 民 を動 員 し,プ ロ イセ ンに対 す る ケル ン市民 の独 立心 を作 り出 して い く。
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もち ろん,ケ ル ン大 聖 堂 の建 設 は,プ ロ イセ ンに とって も,ラ イ ン ラ ン トに とって も ドイ ツ人
と して ア イ デ ンテ ィテ ィー を確 保 す る場 で もあ っ た。 プ ロ イセ ンの教 会 尖塔 計 画 は,1840年 の
ラ イ ンラ ン トをめ ぐる フ ラ ンス との戦争 の危 機 ⑦に 関連 した もので あ った。
1840年 フ ラ ンス との戦 争 が 問題 に な った と き,フ ラ ンス側 は 自然 国境 説 を根 拠 に,ラ イ ン河
の西 を フラ ンスの 固有 の領 地 で あ る と主 張 してい た。 当然 ラ イ ン河 の左 岸 にあ る ケル ン,ラ イ ン
ラ ン トは フ ラ ンス とい う こ とにな る。 ラ イ ンラ ン ト人 の反 プ ロイセ ン意 識が 高 じて,フ ラ ンス側
へ 接 近 す る こ とを恐 れた プ ロ イセ ンが打 った政 策が ケ ル ン教会 との融 和政 策 だ っ た と も言 え る。
ケル ン市民 は こ う した政 策 の 中で,ラ イ ンラ ン トの独 立性 を主張 す る と同時 に,一 方 反 フ ラ ン
ス意 識 を植 え付 け られ る ことに もなる。 しか し,全 体 と して フ ラ ンス色 は強 く残 ってお り,愛 都
心 高揚 の た め に作 られ た 歌 「コ ロ ー ネー ズ」(Col。gnaise)よ り,フ ラ ンス の 革 命 歌 「マ ル セ イ
エー ズ」(Marseillaise)の 方 が歌 われ てい た。 こ う した複 雑 な意 識 が,プ ロイセ ン政府 へ の ライ ン
ラ ン トの独 自の権 利 主張 と,ド イ ッ続 一とい う相 矛盾 す る二 重性 を作 り上 げ る。
c市 議会 選挙(DieGemeindera#swahlen)
ケ ル ン市 民 の権 利 意識 を明 確 に したの が,市 議 会 選挙 運 動 で あ った。 「ラ イ ン新 聞』 で 自己主
張 した ブル ジ ョワが よ りはっ き りと した主 張 を行 ったの が,プ ロ イセ ンにお け る憲 法 制定 を求 め
た1846年 の市 議 会選挙 であ った。
そ の選 挙 で 活躍 す るの は,フ ラ ンツ ・ラ ヴ ォー(Raveaux,Fr.1810-1851)で あ った。 ラ ヴ ォ,_._.
とい う名 前 はケ ル ンの タバ コ会社 の名 前 と して も知 られ て い た。1830年 ベ ル ギ ー の独 立 運 動 に
参加 し,フ ラ ンスの外 人 部隊 に参加 しスペ イ ンに行 く。1842年 ケ ル ンの カー ニ ヴ ァル の 指 導 を
担 当 し,1844年 「市 民 カー ニ ヴ ァル」(Karneval)主 催 した。 ラ ヴ ォー とい う名 前 か らわか る よ う
に,も と も とフ ラ ンス 出 身で,フ ラ ンス 軍 の ケ ル ン侵 攻 の と きに家 族 は ケ ル ンに移 住 して い た
[17,p.126]。
カー ニ ヴ ァル は1840年 代 の民 主 運 動 を知 る重 要 な出 来事 で あ った 〔8)。表 立 っ た民 衆 運動 は禁
⊥Lさ れ て い た が,キ リス ト教 の祭 事 と関 連 した 行 事 は容 認 さ れ る傾 向 に あ っ た。1844年 の ト
リー ア の聖 衣(HeiligeRock)巡 礼(WaUfahrt)な どは その例 であ っ た[19,pp.101-107]。 ラ イ ン
ラ ン ト各 地 で カー ニ ヴ ァル運動 が盛 ん にな った の はそ ん な事 情 が あ った。 カーニ ヴ ァル運 動 は,
民 衆 の 自治運 動 と深 く関係 してお り,状 況 次 第で はプ ロ イセ ン当局 に とって は政 治 的発言 の増 大
を引 き起 こ しか ね な い もの で もあ っ た。 ラ ヴ ォー は,「 ケ ル ン大 聖 堂建 設 協 会 」(KolnerDam-
bauverein)へ の 参加 とと もに,「 民 主協 会」(DemokratischeGesellschaft)を 設 立す る。 民 主協 会 は,
ブ リュ ッセ ル をは じめ と した民 主協 会 と深 く結 びつ いて い た。 こう して,ラ ヴ ォー はブ リュ ッセ
ルの マル クス,エ ンゲ ルス と密接 な関係 を持 つ こ とにな っ た。
1846年,ラ ヴ ォー は ケ ル ン市 議 会選 挙 の候 補 者 とな る。 ラヴ ォー の 出馬 は,当 局 に よ る民 主
派へ の警 戒 を生 み 出す 。10月 の 選挙 の前,8月3,4日 に聖 マ ル テ イ ン(St.Martin)の 祭 典 の
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と き,流 血事 件 が 起 こ る。流 血 の結 果,多 くの 市民 が 負 傷 し,樽 職 人 の シュパ0ツ(Spatz,A)
が 亡 くな っ た。 こ う して市 民 の軍 や 政府 へ の非 難 は高 まるf.9)。抗 議 のた め の委 員 会 には ラヴ ォー
を は じめ,カ ー ル ・デ ス ター(D'Ester,C.1813-185g)な ど1848年 革命 で 活 躍 す る メ ンバ ー が 集
結 した。 こ う して市 民 防衛 隊(Burgergarde)が 設 立 された 。
結 局,こ う した事 件 の影 響 を受 け て,多 くの支 持 を受 け た ラ ヴ ォー とカー ル ・デ ス ターが市 議
会 の 選 挙 区 に勝 利 した。 カ ー一ル ・デ ス タ ー は1842年,社 会 問題 を議 論 しあ う市 民 団 体 「月 曜
会」(M。ntagkranzchen)の メ ンバ ー とな る。 この 会 の 中 心 メ ンバ ー は 『ラ イ ン新 聞』 の 関係 者 で
あ っ た。 そ こでマ ル クス と知 り合 うよ うにな った。 デ ス ター は ケル ン商工 組 合 の中心 人物 と して
活 躍 し て い た[13,p.150]。1845年 か ら は,『 ゲ ゼ ル シ ャ フ ッ シ ュ ピ ー ゲ ル』(DerGe-
s跳 腕φ∬飽9θ1)『 ヴ ェス トフ ァー リシ ェ ・ダ ンフボ ー ト』(DasWestphalischeDα 〃ψ肋oの と並 ぶ ドイ
ツ の社 会 主義 的新 聞 『ア ル ゲ マ イ ネ ・フ ォル ク ス ブ ラー ト』(DasAllgemeine塀 励1α切 を編 集 す
る。 この編 集 に は,モ ー ゼス ・ヘ ス,ハ イ ンリ ヒ ・オ ッ トー ・リュー ニ ンク(mning,H.0.1818-
1868)が 参加 して い る[13,P.152]。 デ ス ター は この新 聞 を使 って,選 挙 運 動 に乗 り出 した。
1848年 革命 以前 に ケル ン市 議i会に急 進 的民 主派 の議 員 が存 在 してい た こ とが,3月 革 命 の展 開
を有利 にす る。 と りわ け,マ ル クス とエ ンゲ ルス は,ケ ル ンの民 主協 会 の選 挙 活動 を支 援 し・ 革
命 にい た る過 程 を こ う考 えて い た。 まず 第3階 級 と して 急進 的 ブ ル ジ ョワ ジ0が 選 挙 に勝 利 す
る。 そ の後,彼 らが 制 限選 挙 を廃 止 し,普 通選 挙 を実 施 す る。 そ う して労働 者 階級 が 議会 に進 出
し,議 会 を通 じて革 命 を遂 行 す る と。 そ の模 範 こそ1846年 の選 挙 で あ った。 そ の選 挙 で の勝 利
は,1848年 革命 にお け る マ ル クス とエ ンゲ ルス の 戦 略 を大 き く決定 す る こ とに な っ た。 なぜ な
ら,彼 らは フ ラ ンクフ ル トの国民 議 会 で 普 通 選挙 が 実 施 され る こ とを期待 したか らで あ る。 『共
産 党宣 言』 の 第4章 の ドイッで の共 産主 義 者 の政策 に は,こ う した 二段 階革 命論 が 展 開 され てい
る。
iiiプ リュッセル
ケルンの状況 とブ リュッセルの状況 はかな り違っていた。ケルンが プロイセ ンの厳 しい政策の
中でわずかなが ら民主運動の光 を見出そうとした一方で,ブ リュッセルは制限選挙 なが ら民主運
動 をそれな りに展 開 させ ていた。1840年 代 のブ リュッセルの問題は,フ ランス語 とフラ ン ドル
語 の対立の問題,す なわちフラン ドル問題,政 治的にはカ トリックと自由派 との対立の問題 で
あった。
a言 語間題
言語 問題 は オラ ンダ支 配 の反動 であ っ た。 オ ラ ンダ支配 へ の憎 悪 が フ ラ ンス語 の公用 語化 を促
進 したが,そ の後 フ ラ ン ドル語 復興 の運 動 が起 こっ て くる。 フ ラ ン ドル とは ブ リュ ッセ ル を含 む
(ブリュッセルはフランス語圏(Wallonie)と フランドル語圏(Vlaanderen)に 分かれるが)ベ ルギ ー西 部 地
12商 経 論 叢 第39巻 第3号(2004,1)
域 を 意 味 す る。都 市 と し て は ア ン トワ ー プ,ヘ ン ト(Gent),オ ー ス テ ン デ,ブ リ ュ ッへ
(Brugge)な どが あ る。 そ して フ ラ ンス語 圏の 中心 と しは リエ ー ジ ュ,ヴ ェ ル ヴ ィエ な どで あ っ
た 。
フラ ン ドル 語 の復 興 は,た ん に言語 運 動 で は な く,フ ラ ン ドル文 化 運 動 で あ っ た。1840年 フ
ラ ン ドル主 義 者が提 出 した要 求案 は次 の よ うであ っ た。
1)フ ラン ドル地方においては,地 域 の コミュニケーシ ョンは フラン ドル語で行われ る
2)フ ラン ドル地方の役人や雇用者は,フ ラン ドル語 を認識 し,こ の言語で処理す る
3)フ ラン ドル語が当事者 の言語である とき,裁 判所で も使われる
4)フ ラ ン ドルアカデ ミー,あ るいは少 な くと もフラ ン ドル部 門が,ブ リュ ッセルの王立科
学,文 学 アカデ ミーに設け られる
5)ヘ ン ト大学やそのほかの国立教育機 関で フランス語 と平等 にフラ ン ドル語が用 いられる こ
と[9,p.38]
フラン ドル語運動がフラン ドルの文化再興運動である限 りにおいて,そ れは反 フラ ンス運動 で
もあった。 フランス文化,フ ランス経済,フ ランス政府,ブ リュ ッセルに暮 らす フランス貴族へ
の批判は,フ ランス人憎悪 につながってい く。それがベルギー とフラ ンス との関係 を微妙 なもの
に していた。
フラン ドル語運動 は,1840年 代 における経済的貧 困 とも比例 していた。フラン ドル地域 の経
済的遅れは深刻で,人 々は貧困にあえいでいた。そのため政治的な運動 としてのフラン ドル語運
動 は人々の関心 を必ず しも得 られたわけではない。む しろ,フ ラン ドル語運動の進展 に大 きく関
係 したのは経済問題であった。ベルギー経済 はかな り進んでいたが,市 場 をめ ぐってフランス と
の間に大 きな トラブル を抱えていた。ベルギーの リンネルには北 フランスの リンネル産業保護の
ため高い関税がかけられていた。 フランスとの間にはやがて関税 を引 き下げる提携 を結ぶが,フ
ランスとの関係 はつねにギクシャク していた。そ こでベルギ0は 新 しい相手 としてプロイセ ンへ
触手 を伸 ば していた。
反 フランス政策は,ド イツ語に近いフラン ドル語 に勢 いをつ けた。ケル ンとブリュッセルを結
ぶ鉄道は,プ ロイセ ンとブ リュッセルの資本家 とのつ なが りを作 り上げた。それ以前に もドイツ
系の資本家がベルギー に多 くいたこともあ り,プ ロイセ ンとの関係 は1840年 代 どん どん発展 し
てい く。
フラン ドル語運動 を支 えたのはプロイセ ンへの接近だけではなかった。 フランスか ら流れて き
た社会主義思想,共 産主義思想,フ ランスか ら追放 された多 くの ドイツ人が大 きな支持層になっ
た。ポー ラン ド独立運動への支援 は1840年 年代 の民 主主義者の大 きな目標 になるが,フ ラン ド
ル語運動 もマイノリテ ィーへの支持 とい う側面か らいえば,同 じ運動の系譜にいた。 フラ ン ドル
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語運動への支持が社会主義者,民 主主義者の中か ら得 られたのは偶然 ではない。
しか しインターナシ ョナルな民主主義運動 と民族主義的な運動 との間には,マ イノリティーへ
の支持 とい う側面 と,偏 狭 な民族主義への憎悪 といった側面 という微妙 な問題がか らんでいた。
フラン ドル運動 を支 えた人 々も参加 した民主協会 には,ベ ルギー人以外 も多 くいた。外国人 とベ
ルギー人 との亀裂が大 きくなるのは1848年 革命 を契機 に してのことである。
b.民 主協 会(AssociationDemocratique)
1840年 代 の ベ ルギ ー の社 会 運 動 を象徴 す る のが民 主 協 会 の 設 立 で あ る。 フラ ン ドル語 運 動,
貧 困 に対 す る労 働 者 の運動,民 主 派 の運 動 を総合 して ま とめ たの が民 主協 会 で あ った。 ケル ンで
は1846年 に民 主 協 会 が 設立 され たが,こ う した 民 主 協 会 は イ ギ リス(fraternalsociety友 愛協会)
や フラ ンス(民 主協会)で も設立 されて い た。
ベ ルギ ー は独 立 後,君 主制 を望 む グル ープ と共和 制 を望 む グルー プ に分 かれ たが,結 局 君 主制
グル ー プの勝 利 に終 わ った 。民 主協 会 の 中心 に立 っ たの は,共 和 制 を望 む グ ルー プで あ った。 独
立 後 一 時 フ ラ ンス に亡 命 した デ ・ポ ッ ター(DePotterL.1786-1859),1830年 代 に友 愛 会 とい う
労 働 者組織 を設 立 した カ ッツ(Kats,J.1804-1886),ジ ョ トラ ン(Jottrand,L,1804-1877)に よ って
民 主協 会 は1847年11月7日 にブ リュ ッセル で設 立 され た。
フ ラ ンス か らの亡 命 者 であ った フ ラ ンス人 メ リネ(Mellinet,E1768-1852)将 軍 が議 長 とな り,
副 議 長 に は ベ ル ギ ー 人 ジ ョ トラ ン と ドイ ツ人 マ ル ク ス(す でにこの当時プロイセ ン国籍 は失ってい
た)が 座 っ た。 通 訳 を内 部 に抱 えた組 織 は きわめ て 国際 的 であ った。 民 主協 会 の主 な課 題 は,フ
ラ ン ドル民 族運 動 の支 援,ポ ー ラ ン ド独 立運 動 の支 援 で あ った。
当時 ベ ルギ ー で も制 限選挙 が行 われ てい た わ けで は ない。 民主協 会 の役 割 はベ ルギ ーで 共和 制
を実現 し,普 通 選 挙 を実 現す る こ とで もあっ た。彼 らの要 求 は,ケ ル ンの民 主協 会 の 要求 と よ く
似 てい た。 結社 の 自由,集 会 に 自由,義 務 教 育 な どの民 主 協 会 の 要 求 は,1848年 革 命 の際 の 民
主 主義 者 の要 求 テー マ とな る もの で ある。
ジ ョ トラ ンは 『ア ン トワー プか らライ ン諸 国 を通 っ て ジュ ノヴ ァ,ス イス,サ ヴ ォア,ピ エ モ
ンテ,マ ルセー ユ,南 西 フ ラ ンス を通 って帰 還』(D'AnversaGenes,parlepaysrhenans,laSuisse,la
SavoieetlePiemont,etret。urparMarseilleetleSud-EstdelaFrance,1854)[5,pp.158-169]と い う書物
を書 い て い るが,そ れ をみ る と,ラ イ ン諸 国の よ うな小 国 をベ ル ギ ーの モ デル と考 え,政 治形 態
はラテ ン的中央 集権 で はな く,ゲ ルマ ン的分 権 で あ る と述べ てい る。 そ して,そ の 実現 の ため に
は小 国同士 の 国際 的連 合 が重 要 で ある と主張 して い た。
民主 協会 は まさ に ジ ョ トラ ンの主 張 を裏づ け るかの よ うに,国 際 的 な人 員 で構 成 され てい た。
民 主協 会 に いた ドイ ツ人 た ち は,労 働者 協会 とい う組 織 で結 束 した人 々で もあっ た。 そ こに参 加
して い た エ ン ゲ ル ス,'ヴ ェ ー ル ト(Weerth,G.1822-1856),ヴ ィ ル ヘ ル ム ・ヴ ォ ル フ(Wilhelm
Wolff1809-1864),フ ェル デ ィナ ン ト ・ヴ ォル フ(FerdinandWolff1812-1895)は ロ ン ドン亡 命 後 も
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マ ル クスの 仲 間 として生涯 を終 え る面 々で あ った。
4.1848年 革 命下 のケル ン とブリュ ッセル
i1848年 革命 とブリュッセル
1848年 革命の知 らせ は,2月24日 の 日に鉄道に よって届いた。それに呼応 した人々が鉄道の
駅や市庁舎広場 などへ押 し寄せ た。「マルセイエーズ」が歌われ,革 命の余波 を受けてベ ルギー
で も革命が起 こるものと考 えられた。 ところが,ベ ルギ0で は革命は起 こらなかったのである。
退位の覚悟 を公表 した国王 レオポル ド1世 の意表の行動 によって,民 衆 の革命 熱は冷めて し
まった。民主協会は革命の知 らせ を受けて,市 庁舎前でデモ行進 をおこなった。 しか し当局 は民
主協会,お よび ドイツ人亡命者への監視の 目を光 らせた。
民衆協会のデ ・ポ ッターは3月1日 パ ンフ レッ ト 「何 をなすべ きか,も はやため らわずに行動
すべ し』[14]を 書 き,フ ランスと同様 の暴力的な革命 の必要性が ないことを強調 した。 こう し
て彼 は出版の 自由,国 民主権,集 会の 自由,結 社 の自由 を認めてもらうことで,革 命 とい う急進
的な方針 を放棄す る。
民主協会は革命的行動に出なか った。 このことは民主協会の内容か らいって も当然であったの
か もしれない。ベルギー国王 と政府 に政治的譲歩 を要求す ることで,革 命の混乱 を避けるという
のが はじめか ら念頭にあった。
とはい え,革 命的事件が なかったわけではない。それ はリス コ ンeト ゥ(Risquons-T・ut)村 で
1848年3月29日 に起 きた武装蜂起事件であった。この事件で民主協会のス ピル トホール ンをは
じめ何人かが逮捕 された。エ ンゲルスは 『新 ライン新聞』 に 「アン トワープの死刑判決」 という
記事 を9月3日 掲載す るが[7,P.380-383],17名 が死刑判決(後 に減刑)を 受けた。そ こでエ
ンゲルスは民主協会が武装蜂起 をす るはずがない と書いたが,ジ ョ トランはこの事件 の弁護 を
打 って出た(10)。
事件 とは,フ ランス革命軍の力 を受けた民主協会員が国境 を越 えてベルギー領へ侵入 し,こ の
村 で蜂起 を行ったというものであった。ス ピル トホール ンは,ベ ルギーは王の廃位 によって平和
的 に共和 制 を達成す るはず である とい うジ ョ トラ ンの命 をフラ ンス に届 け に行 っていた[2,
p.309]の であるが,予 定通 り共和制に移行 しなかった政府か ら告発 されたわけである。
革命後 の騒動 の最中,マ ルクスた ち外国人 も大 きな被害 を受 けている。二月革命後外 国人の政
治活動家は監視 された。ベルギー政府は,危 険分了 をベルギーか ら追放することによって,革 命
の危険 を避 ける処置に出る。革命後 ロン ドンにあった共産主義者同盟 は本部 を一時期ブ リュ ッセ
ルに移すが,そ れはかえって藪蛇であった。ベ ルギー当局 はマルクスの監視 を強め,マ ルクスを
3月4日 に逮捕す る(--)。
この逮捕 につ いては民主協会のジ ョトランが問題 にした。やがてマルクスを逮捕 した警察官の
罷免 とい う形で落ち着 くが,問 題 は革命 を必要 としないほ ど自由なはずのベ ルギーが実際にはか
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な り自由を制限 しているということであった。
ベルギーにおける民主協会の運動 は,結 局革命 を避 けることによって共和制の実現を逸 して し
まうことになる。 しか も民主協会は外国人への憎悪 をむき出 しに し始めた。 とはいえ,革 命の崩
壊 とともにフランスか らヴィク トル ・ユゴーやプルー ドンな どが亡命 して くる比較 的自由な風土
ではあった。 しか し,民 主協会が要求 していた普通選挙が実現 されるのは19世 紀後半 にずれ込
む し,か つての ように多 くの亡命者を集める国際的都市 ブリュッセルは消滅す る。
ii1848年 革 命 とケ ル ン
ブ リュ ッセ ルが 革命 を拒 否 す る こ とに よっ て,結 局 共和 制 を実現 す るこ とが で きなか っ たの に
対 し,ケ ル ンは どうであ っ たの か。 ケ ル ンは二 月革 命 に敏 感 に反 応 した 。 こ う して ケ ル ンは ドイ
ッで起 こる三 月革 命 にお け る もっ とも重 要 な都 市 に なる。
メヴ ィ ッセ ンや カ ンプハ ウゼ ン とい っ た人物 を中央 の政 界 に送 って いる とい うだ けで な く,革
命 に とって重 要 な役 割 を果 たす 人物 を多 く排 出す るこ とに な る。 フ ラ ンツ ・ラ ヴ ォー,カ ー ル'
デ ス ター とい った 市 議会 議 員,マ ル クス,エ ンゲ ル スい った ジ ャー ナ リス トな ど,48年 革 命 運
動 に異彩 を放 つ 人 々が ケ ル ンに いた。
3月3日 に は革 命 の知 らせ を受 けた民 衆5000人 が市 庁 舎 へ押 しか け[16,p.50],ゴ ッ トシ ャ
ル ク(Gottschalk,A.1815-1849)や アネ ケ(Anneke,Fr.1817-1882)が 逮 捕 され る。 民 衆 の 要 求 は,
プ ロイセ ン政府 へ の さま ざま な民 主 的要 求 と して現 れ た。 ドイ ッ統 一,ド イ ツ議 会 の創 設,憲 法
の制 定,結 社 の 自由,集 会 の 自由,出 版 の 自由 な ど とい った要 求 が それ であ った。
革命 の希 望 の頂 点 は8月13日 か ら16日 にか け て行 われ た ケ ル ン大 聖堂 の 尖塔 の起 工式 であ っ
た。 この と きプ ロ イセ ン国王 フ リー ドリヒ4世 が ケ ル ンを訪 れ る。 この と き革命 は慈悲 深 い 国王
に よる民 主的 改 革へ の期待,ド イツ国 家 の統 一 へ の期待 へ と変貌 して い く。 しか しこれ は頂点 で
あ り,そ の後 革命 は衰 退へ と向か う。
少 な くと も9月 に迎 える プ ロ イ セ ン政府 との緊 張 関係 の 時 まで は,比 較 的 革 命 は順 調 に進 ん
だ。 民主 協会 を表面 に して,労 働 者協 会 が設 立 された。 労働 者協 会 は,民 主協 会 の運 動 と協力 す
る こ とで,議 会 制 内 にお け る普通 選挙 の 実現 を図 って いた 。 その意 味 で労働 者協 会 は,労 働 者 に
よる革命 へ 進 まず,ブ ル ジ ョワの政治 権 力掌 握 を後 ろか ら後押 しをす る方 針 を とってい た。 ロ ン
ドンで結成 され た共 産主 義 者 同盟 は}ケ ル ンの 労働 者 協 会(4000人)の 中核 を占 めて もい た。 ブ
リュ ッセ ル に一時 本 部が移 動 した後,パ リへ 移 動 し,パ リか ら大量 の ドイ ツ人 が三 月革 命 後 ドイ
ッへ帰 国 した後,ケ ル ンにその 本部 が移 って いた 。
労働 者協 会,す なわ ち共 産主 義者 同盟 を代表 す る新 聞 が 「新 ラ イ ン新 聞 』DieNeueRheinisohe
Zeitung,1848-1849で あ った。 「新 ライ ン新 聞』 の編 集 長 となった マ ル クス,エ ンゲ ル ス は,ケ
ル ン労働 者協 会 の ゴ ッ トシ ャル クや ア ネケ と対 立 して いた。 この対 立が,や が て 共産 主義 者 同盟
の解 散 を引 き起 こす 。そ して さ らに は1851年 の ケ ル ン共 産 主 義 者 裁 判(DerKolnerKommunisten一
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prozes)[21,258-260]で のヴィリヒ(Willich,A.1810-1878)派 との対立 となって現れて くる。
9月25日 ケル ン市の市民軍 はプロイセ ン軍 と対立 し,ケ ル ンはバ リケー ドに囲 まれ,戒 厳令
状態 となる。基本的理由は経済状態の悪化 と民主改革の遅滞であった。民主協会 と労働者協会 を
中心 とす る勢力はプロイセ ンか らのラインの離脱 も考 えなが ら,徹 底的に対立 した。 しか し,結
局 はプロイセ ン当局の軍 門に下 る。その後 「税不払い運動」 などを展開す るが,結 局革命の衰退
と,プ ロイセ ン王政の復活 を防 ぐことはで きなか った。
1849年5月18日 「新 ライン新聞』 は廃刊 に追い込まれ,革 命的勢力 は各地で次第に消滅 し,
バーデ ン周辺へ と集結 してい く。やがてバーデ ン蜂起 といわれる闘争 を通 じて,全 ドイッか ら革
命勢力 は追放 されることになる。 こうして ドイッ三月革命は終わる。
結局革命 は行われたが,結 局反革命の中で プロイセ ン体制 は復活 した。ケル ンにおける民主化
は,ブ リュ ッセル以上に遅れることになる。革命 を推進 した人物 の多 くは ドイッを去 り,イ ギ リ
ス,ア メリカへ の亡命 を余儀 な くされ,残 った人 々 も裁判が待 って いた。 もはや ケル ン とブ
リュッセルをつな ぐヨ0ロ ッパの革命運動 は消滅 して しまう。
小 括
本稿 はブ リュッセル とケル ンを巡 る約50年 の歴史 を足早 に述べて きたが,こ れはこれか ら展
開 される二都物語の序説 をなす にす ぎない。二都物語の主 たる背景は,1840年 代 の民主協会 と
民主主義運動である。民主協会運動 は,労 働者運動 をその背後に もってお り,そ の意味で民主協
会運動 とは共産主義運動で もあった。
ケル ンにお ける民主運動の始 ま りは,『 ライ ン新 聞』創設 にある。『ライン新聞』に集 まった
人 々の中か ら,1840年 代の民 主運動 を支 える人々が出て くる。 もちろんその中の1人 がマ ルク
スである。 『ライン新聞』の廃刊 によって封殺 された人 々の中には海外 に新 しい可能性 を求 める
もの,プ ロイセ ンにとどまる もの と2つ に分かれ る。
残 った ものは,ケ ル ンの市議会選挙を中心 として民主運動 を展 開する。それはケルン民主協会
の運動,ケ ルン労働者協会の運動,そ して共産主義者同盟のケル ン支部 として発展 してい く。海
外に亡命 した人々は,ブ リュ ッセル,パ リ,ロ ンドンの民主協会運動,そ して労働者協会,共 産
主義者同盟 と して展開 してい く。
それ らの運動が結合す るのが,1848年 革命であ る。..年 革命運動 は,民 主協会運動 と労働
運動の蜜月の頂点で もあ り,そ して終焉 で もある。 『新 ライ ン新聞』 はその意味で結集 した運動
その ものを表 している。『新 ライン新 聞』の崩壊 は,そ の まま民主協会運動 と労働運動の結合 の
終焉で もあった。
その最後 を飾 るのがケル ン共産主義者裁判 である。 ケル ン,ブ リュ ッセルはお ろか,ロ ン ド
ン,パ リまで巻 き込むこの騒 ぎは,共 産主義運動の民主運動 とのつなが りを徹底 的に破壊 して し
まう。共産主義運動が民主運動 に見た幻想が消 えた ことによって,共 産主義運動 は民主運動 に
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よ って は獲 得 で きな い社 会 を求 めて独 自の 明確 な 目標 を設 定す る ように な るので あ る。
(本稿は,今 後(2)『 ライン新 聞』 とマ ルクス,(3)ケ ル ンとブリュッセルの民主協 会,(4)共 産主義者同
盟,労 働者協会,民 主協会,(5)1848年 革命,(6)『 新ライン新聞』 と民主協会,労 働者協会(7)ケ ルン共産
主義者裁判 と共産主義運動の変化,と いう順序で展開 してい く予定である。 なお本連載稿 は1995-1996年 度
のアムステルダム社会史国際研究所での在外研究の成果である)
注
(1)19世 紀 労 働 運 動 史 に 関 す る都 市 名,人 物 名,事 項 名 な どは,『 新 マ ル ク ス 学 事 典 』[18]の 項 目 に 掲
載 され て い るの で参 照 。
(2)ケ ル ン市 研 究 の 代 表 的 な もの は ゴ ッ トハ イ ン[8]の 浩4な 書 物 で あ る。 こ こで は ク ラ イ ン[11]の
研 究 を 中 心 に,必 要 な 限 りゴ ッ トハ イ ン を利 用 す る こ とに す る。 と りわ け,1848年 革 命 の ケ ル ンに つ
い て は ゴ ッ トハ イ ン を使 う。
(3)ケ ル ン教 会 闘 争 に つ い て は拙 著 『ト リー ア の 社 会 史 」[19,pp.187-188]を 参 照 。
(4)他 に有 名 な ブ ラ ン ドと し て は ワ イ ンの エ ンゲ ル ス,コ ッ ホ,製 薬 業 の エ ッ シ ン グ,食 料 品 の ハ イ マ
ン な どが あ っ た[1,p.29]。
(5)ブ リ ュ ッセ ル の ドイ ツ人 につ い て は,拙 著 『パ リの 中 の マ ル ク ス 』[20]の7章,8章 『フ ラ ンス の
中 の ドイ ツ人 』[21]5章 参 照 。
(6)『 ケ ル ン新 聞 」 に 関 して は,ブ ー フハ イ ム の 『三 月 前 期 の ラ イ ン 自由 主 義 に お け る 『ケ ル ン新 聞 』 の






1840年 代 の 独 仏 危 機 に 関 して は,『 パ リの 中 の マ ル ク ス 」[22]1章,2章 を参 照 。
カ ー ニ ヴ ァ ル に 関 して は,ト リー ア の カー ニ ヴ ァル の 様 子 を参 照[19,pp.10-110]
こ の騒 乱 につ い て は フ ラ ンツ ・ラ ヴ ォー 自 身 の 詳 しい 書 物 が あ る[15]。
ジ ョ トラ ン は この 事 件,と りわ け ス ピ ル トホ ー ル ンに つ い て 詳 しい 書 物 を書 い て い る[10]。
マ ル ク ス の 逮 捕 に 関 して は,拙 著[20]の7章 参 照 。








7Engels,Fr.,DieAntwerpenerTodesurteile「 ア ン ト ワ ー プ の 死 刑 判 決 」,『 マ ル ク ス=エ ン ゲ ル ス 全
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